
　新緑の美しい季節となりました。新しい学年を迎えた皆様はいかがお過ごしでしょう
か。今の状況に少しずつ慣れてきたころではないでしょうか。また、今の状況に悪戦苦闘
している時期かもしれません。
　さて、令和6年度新卒者の国家試験の合格状況は、保健師、助産師、看護師ともに

100％の合格率という結果となりました（4頁参照）。4年間を通して、看護に向き合い、時には悩み、挫折を感じ
ながら看護を深めて学修を進めた結果であったと思います。私たち教員は、4年間を通して日々学生の背中を
少しずつ押しながら前に進んでいけるように支援してきました。そして、学生の皆さんは、自分の足で立って前に
進んでいったと思います。その結果として、国家試験の合格につながったのではないでしょうか。国家試験に
合格したのちに看護職として頑張っていると思います。きっと悩んだり、立ち止まったりしても前を向いて進んで
いける、そんな力を身につけていると思います。

（わだ　くみこ）

　新入生の皆さん、入学おめでとうございます。入学式から数か月経ちますが、大学生活
には慣れたでしょうか。
　皆さんが学んでいる看護とは、あらゆる場で生活する人々を対象に、その人が生きる
力を十分発揮して、その人らしく生活していくことを支える活動です。そのため、看護の

対象となる人々を深く理解することができる感性と倫理観、何が最も望ましいのかを追究し、必要とされる看護
を創造する力、人々と協働するための協調性や実行力などを備える必要があります。大学のカリキュラムを通し
ての学びはもちろんですが、学内外の日々の生活の中で、皆さんがどんな人と出会い、何を感じ、考え、行動する
か、様々な経験と、その経験をどう意味づけるかが皆さんの力量形成に大いに役立ちます。
　「人々に寄り添う看護師になりたい」「看護職として地域医療に貢献したい」
受験の際に語っていた将来像を覚えていますか。勉強するときはしっかり勉強し、遊ぶときはしっかりと遊ぶ、
勉強と遊びのバランスを大切にし、どちらも真剣に取り組んで、学生の皆さん一人ひとりが描く看護職としての
「ありたい姿」に邁進されることを期待しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（たかはし　こうこ）

日々の学修を積み重ねて

髙 橋　香 子看護学部長

和 田　久 美 子教務委員長

Work while you work, 
　　play while you play.

ニュース&トピック

学部長あいさつ

看護学部ニュース・レター Vol.69
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小
学
生
の
頃
に

看
護
の
職
に
あ
こ
が
れ

を
持
ち
、そ
れ
か
ら

一
途
に
志
し
て
き
ま

し
た
。福
島
県
立
医

科
大
学
に
入
学
し
、夢
に
一
歩
近
づ
く
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。今
ま
で

と
は
生
活
が
一
変
し
、新
た
な
環
境
に
疲
労

や
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
、充
実
し
た
毎
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。新
た
な

出
会
い
や
意
外
な
再
会
も
あ
り
、た
く
さ
ん

の
仲
間
た
ち
と
の
4
年
間
が
楽
し
み
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
学
ん
で
い
く
な
か
で
、困
難
や

看
護
の
仕
事
の
美
し
く
な
い
面
に
直
面
す

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、仲
間

た
ち
と
支
え
合
い
、高
め
合
っ
て
、自
分
の

理
想
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
（
あ
お
た　
れ
い
）

　

私
は
今
年
度
４

月
か
ら
基
礎
看
護
学

領
域
の
看
護
生
命

科
学
研
究
室
で
学
び

始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、保
健
師
と
し
て
２
年
間
勤

務
し
て
お
り
ま
し
た
。難
病
を
治
療
し
な
が

ら
在
宅
に
て
生
活
を
さ
れ
る
患
者
と
か
か

わ
る
中
で
、「
医
療
技
術
、看
護
技
術
の
進

歩
に
自
分
も
足
を
踏
み
入
れ
ら
れ
な
い
か
」

と
い
う
思
い
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。そ
の
時
、

大
学
院
入
試
説
明
会
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、

看
護
生
命
科
学
研
究
室
で
は
、生
化
学
や

組
織
学
な
ど
の
生
命
科
学
的
方
法
を
用
い

な
が
ら
臨
床
応
用
を
目
指
し
た
ケ
ア
の

開
発
を
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。そ
れ
な

ら
ミ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
も
根
拠
に
基
づ
い

た
看
護
技
術
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
入
学
を
決
め
ま
し
た
。中
学
、

高
校
の
時
か
ら
理
科
、特
に
実
験
に
は
興
味

が
あ
り
、振
り
返
る
と
理
系
科
目
は
好
ん
で

勉
強
し
て
い
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。実
験

室
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
、

ワ
ク
ワ
ク
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

研
究
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、

初
め
の
ワ
ク
ワ
ク
を
忘
れ
ず
に
目
標
達
成

ま
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
え
ん
ど
う　
ひ
ろ
と
）

　

大
学
院
の
看
護
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
で
は
、毎
年
修

了
生
の
中
か
ら
審
査
の
結
果
が

優
秀
だ
っ
た
論
文
を
人
数
制
限

な
し
に
表
彰
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、精
神
看
護
学

領
域
の
矢
野
絵
梨
佳
さ
ん
、地
域

看
護
学
領
域
の
五
十
洲
学
さ
ん
、

母
性
看
護
学
・
助
産
学
領
域
の

白
井
寿
々
奈
さ
ん
の
３
名
が

優
秀
論
文
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。母
性
看
護
学
・

助
産
学
領
域
は
、令
和

5
年
に
開
設
さ
れ
た
ば

か
り
で
、初
の
修
了
生
が

優
秀
論
文
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

矢
野
さ
ん
は
、臨
床
に

携
わ
り
な
が
ら
自
身
が

長
年
勉
強
し
て
き
た
リ

フ
レ
ク
テ
ィ
ン
グ
を
用
い

た
効
果
に
つ
い
て
を
今
回

の
研
究
課
題
と
し
、五
十

洲
さ
ん
は
、保
健
師
と
し

て
現
場
で
働
き
な
が
ら

今
後
注
目
さ
れ
る
新
任
保
健
師

の
育
成
に
つ
い
て
、白
井
さ
ん
は
、

助
産
所
で
の
助
産
師
の
母
乳

育
児
支
援
に
つ
い
て
助
産
師

国
家
試
験
の
勉
強
と
並
行
し
な

が
ら
研
究
さ
れ
、ま
と
め
上
げ

た
そ
の
成
果
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
更
な
る
研
究
の
発

展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
せ
き
ま
た　
あ
き
こ
）

看
護
学
部
1
年　
青
田
　
玲

新
た
な
仲
間
た
ち
と

看
護
学
研
究
科
副
研
究
科
長　
関
亦
　
明
子

大
学
院
博
士
前
期
課
程
１
年　
遠
藤
　
滉
斗

看
護
生
命
科
学
で
学
ぶ
こ
と

令
和
6
年
度

博
士
前
期
課
程
の
優
秀
論
文
表
彰

大学院看護学研究科より

新 入 生 か ら ひ と こ と
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基
礎
看
護
学
部
門  

准
教
授
　
丸
山
　
育
子

慢
性
疾
患
の
あ
る
方
に

看
護
師
と
し
て
で
き
る
こ
と
は

何
だ
ろ
う
か

福島の地で、看護教育や研究に
貢献できるよう、誠実に努めて
まいります。　 （なんば　たかよ）

地域・公衆衛生
看護学部門

難波　貴代 教授 准教授

助教 助手

講師

女性とその家族への健康支援に
ついて、助産学を学ぶ学生の
みなさんのお力になれるように、
尽力いたします。  （ごとう　ちえ）

母性看護学・助産学部門

後藤　千恵

学生の皆さんと対話しながら、人間や
社会を理解するためのヒントとなる
授業を作っていきたいと思います。

（すえなが　けいこ）

総合科学
教育研究センター

末永　恵子

人事交流として出身大学へ戻ってくる
ことができ大変嬉しく思っています。
学生の皆さん、看護を一緒に楽しんで
いこう！　　　　   （たむら　きょうこ）

成人・老年
看護学部門

田村　響子

放射線看護専門看護師です。放射線看護分
野のやりがいや楽しみをお伝えできるよう
取り組みたいと思います。 （さとう　よしのぶ）

生命科学部門 佐藤　良信

　
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、「
2
型
糖
尿
病
患
者
が
行

う
食
事
や
運
動
な
ど
の
自
己
管
理
に
、医
療
者
と
の

関
係
が
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
」で
す
。2
型
糖
尿

病
で
は
、患
者
さ
ん
自
身
が
食
事
・
運
動
・
薬
の
管
理

を
行
い
、治
療
に
主
体
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
病
状

の
安
定
に
関
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
研
究
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、現
場
で
先
輩
看
護
師
の
優
れ
た
ケ
ア

に
触
れ
、そ
の
関
わ
り
を
言
語
化
し
た
い
と
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。先
輩
方
は

関
係
を
丁
寧
に
築
き
、患
者
さ
ん
が「
自
分
が
主
体
で
あ
る
」と
実
感
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
ま
し
た
。そ
う
し
た
経
験
か
ら
、医
療
者
と
の
関
係
性
が

セ
ル
フ
ケ
ア
行
動
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
私
は
、医
療
者
と
の
関
係
を
3
タ
イ
プ
に
分
類
し
、そ
れ
ぞ
れ
が
セ
ル
フ

ケ
ア
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、患
者
が「
自
ら
の
意
思

で
治
療
に
取
り
組
ん
で
い

る
」と
い
う
感
覚
を
持
て

る
関
係
性
が
、セ
ル
フ
ケ
ア

行
動
を
促
進
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

本
研
究
の
成
果
は
学
会

で
も
発
表
し
、一
部
は
ア
ワ

ー
ド
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
は
、関
係
性

に
着
目
し
た
、よ
り
効
果

的
な
支
援
方
法
を
構
築

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
ま
る
や
ま
　
い
く
こ
）

研究紹介

新任教員紹介
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◆ 

編
集
委
員 

  

編
集
後
記

編
集
長

令和6年度の看護学部卒業生の主な就職先は、福島県内44名、福島県外25名で、就職した学生のうち63.8％が県内に就職しま
した。また、福島県内に就職した学生のうち26名（59.0%）が本学附属病院に就職しました。

保健師・助産師・看護師国家試験の結果はトリプル100%合格でした。

令和6年度 卒業生の国家試験の結果と進路

令和6年度 看護学部卒業生の進路状況

令和6年度 保健師・助産師・看護師国家試験の合格状況

令和7年3月24日現在

令和7年3月24日現在

■ 卒業者の内訳

木
村
　
涼
子

蓬
田
　
美
保

安
部
　
　
猛

井
上
　
水
絵

佐
藤
　
利
憲

鈴
木
　
学
爾

高
崎
　
千
聡

関
亦
　
明
子

受験者
（人）

合格者
（人）

合格率
（％）

全国合格率
（％）

40

40

100.0

96.4

41

40

97.6

97.7

42

41

97.6

96.8

83

78

94.0

93.0

84

83

98.8

97.4

■ 保健師 ■ 助産師 ■ 看護師※新卒のみ ※新卒のみ ※新卒のみ

　
今
回
も
多
く
の
在
学
生
お
よ

び
教
職
員
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

「
光
と
緑
の
風
通
信
第
69
号
」を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
号
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、本
学

看
護
学
部
新
卒
者
の
看
護
師
・

保
健
師
・
助
産
師
国
家
試
験
の

合
格
率
が
ト
リ
プ
ル
で

1
0
0
%
だ
っ
た
と
い
う
ご
報

告
で
す
。卒
業
生
の
皆
様
、保
護

者
の
皆
様
、本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。2
0
2
4

年
度
の
卒
業
生
は
本
学
に
入
学

し
て
間
も
な
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響

を
受
け
、通
常
授
業
と
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
併
用
が
余
儀
な
く

さ
れ
た
学
年
で
す
。社
会
的
逆

境
を
乗
り
越
え
自
己
を
律
し
、

目
標
達
成
へ
向
け
て
取
り
組
ま

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
入
学
さ
れ
た
学
生
の

皆
様
も
夢
や
希
望
に
あ
ふ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。本
学

在
学
中
に
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
素

地
を
作
り
、同
じ
志
を
持
つ
仲

間
と
と
も
に
研
鑽
し
、ま
た
福

島
県
の
社
会
文
化
に
も
触
れ
て
、

充
実
し
た
大
学
生
活
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
編
集
委
員
長
　
木
村
　
涼
子

進学　計

大学院
別科
別科

専修学校
大学院
大学院

福島県
福島県
山形県
栃木県
新潟県
岡山県

2
3
2
1
1
1
10

福島県立医科大学大学院（助産師コース） 
福島県立医科大学別科助産学専攻
山形大学養護教諭特別別科
栃木県立衛生福祉大学校
上越教育大学教職大学院
岡山大学大学院教育学研究科

進　学　先

区分都道府県人数職種

区分都道府県人数

病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
行政
行政
行政
行政
行政

福島市
郡山市
郡山市
郡山市
郡山市
郡山市
南相馬市
福島市
福島市
郡山市
いわき市
会津坂下町

26
3
1
3
3
1
1
2
1
1
1
1
44

看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
保健師
保健師
保健師
保健師
保健師

福島県立医科大学附属病院
寿泉堂綜合病院
星総合病院
太田西ノ内病院
総合南東北病院
針生ヶ丘病院 看護師
南相馬市立総合病院
福島県庁
福島市
郡山市
いわき市
会津坂下町
　　　　　　　　　　　　　　　　  県内就職　計 

就　職　先
就　職　先

■ 就職（県内）

■ 進学

病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
病院
行政
行政
行政

宮城県
宮城県
宮城県
茨城県
茨城県
栃木県
埼玉県
千葉県
千葉県
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
神奈川県
新潟県
茨城県
埼玉県
神奈川県

2
1
1
1
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
25

看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
看護師
保健師
保健師
保健師

区分都道府県人数職種
東北大学病院
一般財団法人厚生会仙台厚生病院

独立行政法人地域医療機能推進機構仙台病院
筑波大学附属病院
独立行政法人国立病院機構水戸医療センター
自治医科大学附属病院
自治医科大学附属さいたま医療センター
千葉大学医学部附属病院
東京歯科大学市川総合病院
国立がん研究センター中央病院
国立国際医療研究センター 看護師
社会福祉法人三井記念病院
順天堂大学医学部附属順天堂医院
東京科学大学病院
東京大学医学部附属病院
国立成育医療研究センター
聖路加国際病院
東海大学医学部附属病院
新潟市民病院
水戸市
埼玉県庁
横須賀市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 県外就職

■ 就職（県外）

看護師
60名

進学 10名

保健師 9名

令和
6年度

令和
5年度

令和
4年度

令和
3年度

令和
2年度

受験者
（人）

合格者
（人）

合格率
（％）

全国合格率
（％）

1

1

100.0

　99.3

ー

ー

ー

　99.3

5

5

100.0

95.9

5

5

100.0

99.77

5

5

100.0

99.7

令和
6年度

令和
5年度

令和
4年度

令和
3年度

令和
2年度

受験者
（人）

合格者
（人）

合格率
（％）

全国合格率
（％）

79

79

100.0

95.9

80

77

96.3

93.2

84

82

97.6

95.5

83

82

98.8

96.5

84

83

98.8

95.4

令和
6年度

令和
5年度

令和
4年度

令和
3年度

令和
2年度
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